
難
集新

戒
義
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
簾
潔
タ
獄
簗
・
馴
篭
親
善
使
節
団
が
来
市
　
　
　
4
・
5

　
　
累
鐙
趨
発
の
顯
固
定
資
産
税
」
き
存
知
で
す
か
1
6
・
7

　
　
繁
市
民
の
ぺ
ー
ジ
　
　
8
・
9

　
　
　
聚
お
知
慈
せ
　
　
　
隠
・
”

報
“

・
南
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麟
灘
繋
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鑛

　
　
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
ゲ
集

　　轟

藻
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蝿㌶

釦’

嘱
懲

　
　
　
．
瀧
騰

霧箋

灘
　
，

麟難、鑛

熱

糊輔

辮灘　　　　ぬ響

．
、
鹸
磁



碍

　
冒
蘇

無

覇

鮒

謝
灘

霧
淵
羅

　掴
耀

　漁
蝋 ，

p
癌

琿

，
　
榊

辞
臨

慈
．

轟
奪
　
　
豪

照

轟

盛

難

・
灘

v

．
　
売

灘
．
、

轟蕪

　　　煕
　　灘
　　諜

舞
　　　舞
薙

重

　　　　灘
　　嚢
　　鵬
　嚢糞

　
　

慧
．

灘

灘
　　　蒸，　灘蕪

徽

雛
　　　　肇瓢幽臥

黙

灘

　蔓…
墜
麟
欝

　
5
月
3
日
㈱
市
民
体
育
館
で
成
人
式
が
行
わ

れ
、
7
9
1
人
（
男
4
1
6
人
・
女
3
7
5
人
）

が
め
で
た
く
成
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
民
吹
奏
楽
団
の
記
念
演
奏
の

後
、
本
田
市
長
の
お
祝
い
の
言
葉
、
岡
田
奈
純

さ
ん
の
「
2
0
歳
の
記
録
」
朗
読
と
続
き
、
最
後

に
馬
場
信
浩
さ
ん
（
作
家
）
の
「
私
の
苦
闘
時

代
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
め
で
た

く
成
人
さ
れ
た
男
女
1
0
人
に
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ユ

ー
を
試
み
ま
し
た
。
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…
　
新
成
人
の
横
顔
　
　
　
…

甲
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む

∬
突
然
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
う
れ
し
、
は
ず
か
し
の
㎜

一
新
成
人
塗
o
人
。
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①
成
人
に
な
っ
て
ま
ず
実
行
し
た
い
こ
と
は
？
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

…
⑫
あ
な
た
か
ら
見
た
十
目
町
の
良
い
面
と
悪
い
面
…
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一
◎
こ
れ
か
ら
の
十
日
町
に
望
奄
こ
と
は
？
　
　
　
一
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…
④
あ
な
た
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
（
こ
と
）
は
？
…
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…
⑤
あ
な
た
の
結
婚
目
標
年
齢
と
理
想
の
タ
イ
ブ
は
？
一
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敬
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は
省
略
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せ
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い
た
だ
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ま
し
た
、
　
　
　
一
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「
ー
聾
ぴ
『
1
　
ー
，
ー
｝
『
ー
ー
1
－
1
匹
I
I
I
I
－
I
1
3
『
｝
1
－
I
I
I
I
I
l
1
　
9
8
－
l
　
o
，
9
－
1
臨
1
5
匹
曹

①
成
人
を
機
に
、
特
に
決
意
し
た
こ
と

　
は
な
い
で
す
ね
．

②
人
間
の
質
が
い
い
（
や
さ
し
い
）
。
悪

　
い
面
は
特
に
な
い
で
す
。

③
今
の
ま
ま
の
十
日
町
市
で
あ
っ
て
欲

　
し
い
と
思
い
ま
す
。

④
「
自
分
で
決
め
て
行
動
で
き
る
」
を

　
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
や
さ
し
い
人
と
。
で
き
れ
ば
早
い
方

　
が
い
い
で
す
ね
．

①
も
っ
と
お
と
な
じ
《
な
ろ
う
が
な
？

　
と
愚
っ
て
樋
ま
す
。

②
良
鱒
面
は
．
お
鎌
鎌
お
騨
し
幡
蓬
と
。

　
悪
縢
面
は
、
遊
ぷ
揚
所
が
な
麟
二
と

　
か
な
あ
。

③
緑
を
減
ら
さ
な
糖
矯
欲
し
糖
。
自
然

　
を
生
か
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
望
ん
で

　
瞬
ま
す
。

④
伸
間

⑤
や
さ
じ
く
て
明
る
瞬
義
。
器
歳

小
川
高
史

　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
　
崎
）

＼

嚇

2



佳

①
こ
れ
と
言
っ
て
な
い
で
す
ね
。

②
良
い
面
は
、
い
か
に
も
“
い
な
か
”

　
だ
と
い
っ
た
所
。
悪
い
面
は
特
に
な

　
い
で
す
よ
．

③
関
心
が
な
い
で
す
。

④
今
は
カ
ロ
ー
ラ
ワ
ゴ
ン
で
す
。
こ
の

　
先
は
？
？
．

⑤
や
さ
し
い
人
と
3
0
歳
く
ら
い
ま
で
に

　
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

①
看
護
婦
の
国
家
試
験
に
受
か
っ
て
早

　
く
働
き
た
い
。

②
着
物
産
地
と
し
て
自
慢
で
き
る
所
。

　
悪
い
面
は
、
遊
ぶ
場
所
が
な
い
こ
と

　
か
な
あ
。

③
対
外
的
に
訪
れ
る
場
所
や
物
を
作
っ

　
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

④
責
任
感
。
や
さ
じ
さ
。

⑤
高
橋
克
典
み
た
い
な
カ
ッ
コ
イ
イ
人

　
と
器
歳
く
ら
い
で
。

懸
麗
欝
灘
、
『

小
林
泰
幸

　
　
　
　
　
　
（
城
之
古
1
）

①
教
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
．
達
成
で

　
き
る
よ
う
に
カ
ん
ば
り
た
い
。

②
の
ど
か
で
、
良
い
人
が
多
い
。
で
も

　
交
通
の
便
は
悪
い
と
思
い
ま
す
。

③
交
通
の
便
を
良
く
し
て
欲
し
隔
。
特

　
に
高
規
格
幹
線
道
路
の
実
現
に
期
待

　
じ
て
い
ま
す
。

④
友
人
や
家
族

⑤
誠
実
な
人
。
2
7
歳
。

①早く自分の家を持ちたい。

②良い面は、人の心があた

④ズバリ彼女です。

⑤やさしくて、思》・やりの

岩

①
日
本
酒
が
飲
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

②
良
い
面
は
、
長
い
歴
史
を
持
つ
こ
ん

　
な
ス
テ
キ
な
着
物
が
あ
る
こ
と
。
悪

　
い
面
は
世
間
が
狭
い
こ
と
か
な
。

③
若
い
人
た
ち
が
楽
し
め
る
場
所
を
た

　
く
さ
ん
作
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

④
お
金
か
な
？

⑤
童
顔
（
か
わ
い
い
顔
の
人
）
の
人
と

　
2
3
～
2
5
歳
く
ら
い
で
。

奪
噌
、
艶

山
田
由
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
錦
町
2
）

①
看
護
学
校
で
勉
強
中
。
早
く
資
格
が

　
取
り
た
い
で
す
．

②
小
川
や
せ
せ
ら
ぎ
の
水
が
と
て
も
き

　
れ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
悪
い
所
は
遊

　
ぶ
場
所
が
少
な
い
こ
と
。

③
緑
の
多
い
環
境
を
生
か
し
て
公
園
を

　
作
っ
て
欲
し
い
．

④
人
と
の
出
会
い

⑤
2
5
歳
く
ら
い
で
。
タ
イ
プ
は
、
信
頼
で
き

　
て
私
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ
る
人
。

①
車
の
免
許
を
早
く
取
り
た
い
と
思
い

　
ま
す
．

②
人
情
昧
が
あ
り
、
親
し
み
が
持
て
る

　
蘇
。
悪
協
面
は
、
雪
が
多
い
こ
と
。

③
防
衛
大
学
校
に
行
っ
て
い
る
の
で
、

　
自
衛
隊
関
係
の
職
場
を
作
っ
て
欲
し

　
　
（
U
タ
ー
ン
で
き
る
か
ら
）
。

④
歴
史
健
残
る
人
に
な
れ
る
よ
う
な
生

　
き
方
を
し
た
協

禽
域
ズ
バ
リ
！
養
同
橋
由
美
子
さ
ん
。
　
般
岬
歳
、

竹
内
な
み
子

　
　
　
　
　
（
川
治
下
町
2
）

3
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記念式典／1日（月）本田市長、コロンボ・コモ市議会議長のあい

さつ後、コモ市からはレリーフ盾、十日町市からは、ろうけつ

染画（千歳町1・野村重義さん作）が記念品として贈られる。

　　　　　馨

　　　灘

繕
灘
．

鰯
　
、

鰯
灘
獲

磯馨

新
た
な
民
間
交
流
に
弾
み

　
　
　
姉
妹
都
市
提
携
2
0
周
年
に

　
　
　
　
　
　
親
善
使
節
団
が
来
市

　
昭
和
五
十
年
二
月
に
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
今
年

で
満
二
十
年
。
二
十
周
年
を
記
念
し
五
月
一
日
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
コ
ロ
ン
ボ

市
議
会
議
長
（
コ
モ
市
長
代
理
）
を
は
じ
め
と
す
る
親
善
使
節
団
四
人
が
来
市

し
ま
し
た
。
一
行
は
日
程
を
精
力
的
に
こ
な
し
、
十
日
町
市
の
多
く
の
姿
を
見
、

ま
た
多
く
の
市
民
と
交
流
を
持
ち
、
四
日
朝
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
と
す
で
に
交
流
を
進
め
て
い

る
フ
ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ
ス
カ
の
ピ
エ
ル
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ボ
ル
ド
ー
リ
会
長
ほ
か
二
人

の
会
員
も
来
市
し
、
今
年
十
月
の
コ
モ
市
訪
問
団
、
川
治
小
学
校
と
コ
モ
市
小

学
校
の
交
流
、
経
済
交
流
等
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の

両
市
の
民
間
交
流
に
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。
コ
モ
市
訪
問
希
望
者
は
す
で
に
七

十
数
人
に
及
ん
で
い
ま
す
。

灘

　　　潔　　謝　贈鵬

川治小学校訪問／2日（幻　クイズや質問コーナー、

プレゼント交換等の交流会後、授業見学、当日の給

食メニューを味わう。コモ市のファビオ・フィリツィ

小学校との交流が計画される。
韓

養

当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
視
察
／
2
日
㈹

会
社
で
計
画
概
要
の
説
明
を
受
け
た

後
、
現
地
を
視
察
す
る
。

　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　鱗　　　　　　　　認　　　　麟　　薩離矯
搬鍵灘

歓迎パーティー／2日（幻　姉妹都市交流協会、市は

じめ関係者約120人が歓迎。使節団一行は十日町小唄

の輪踊りに参加、出席者との交流を図る。
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緊急地震報告会
　5月2日（幻、市民会館大ホールで緊急地震

報告会が開催されました。これは、雪国の積

雪期における地震の被害想定や防災面の話し

合いを行うため、日本雪工学会雪国住宅・居

住地計画委員会が主催したものです。・

　深澤大輔（豊田高専教授・新潟工科大教授）

の趣旨説明に引き続き、濱島良吉（埼玉大助

教授）ほか4人の講師がそれぞれ、「直下型地

震の発生メカニズムとその予知」「積雪期にお

ける地震被害と土構造物の復旧」「雪国におけ

る木造建築の耐力診断」「雪国の住宅計画」「雪

国における高床式住宅の設計方法」と題して

講演しました。5人の講師は、積雪期の地震

被害に対する防災対策はまだまだ軟弱と力説

されました。

北ロータリークラブが

　　　　　プランターを寄贈
　4月19日㈱の十日町北ロータリークラブ例

会において、田村環境保全委員長から、花の

プランター（土・花の種含む）が市に寄贈さ

れました。これは、珠川の当間高原リゾート

オープンに向けた市の「花いっぱい運動」推

進に賛同していただいたものです。

　市では、4月28日の「空き缶等有価物集団

回収奨励事業」説明会において、市で購入し

たものを含め合計90個のプランターを、水沢

地区を中心とした小中学校や保育所ほか14団

体に配布しました。7月ころには、水沢地内

をサルビアの花で飾ります。
灘難

5

記
念
植
樹
／
1
日
㈲
　
記
念
式
典
後
、
市
役
所
庁
舎

前
庭
に
桜
の
木
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
を
二
本
を
植
樹

す
る
。

左から、アレッサンドロ・コロンボ（コモ市議会議長）さん

　　　ピエルチェーザレ・ボルドーリ（ファミリア・コマスカ会長）さん

　　　ジョバンニ・コンチェーザ（ファミリア・コマスカ相談役）さん

　　　エミリオ・トゥラベッラ（ファミリア・コマスカ会員）さん

日

程難

表

鑛講灘翻翻　欝覆簸敬訪闘一

　　　　　、嫡嫌灘欝撚縫i欝縫難認簿i鶴襲

　　　　　灘ii慧糠灘1、、、、、

　蒸鍵翻欝』．罎灘翻蟷撚翻綱

　　　　　1覇麟欝騨蝿鱗雛騰鵬嚢．．、

　　　　　麹饒華羅榔灘薫麺塗総謙・
　　　　　継、鐵灘齢鍍灘鑛灘難羅一
．、鞭轍、鰍醗、　…萎，・．

　　　　　．灘翻灘癬講、『』、

　　　　　懸欝欝灘璽嬢蜷i灘

灘舅簗鰯鞭匙蚕

　　きものまつり／3日㈱稚児行列・時代衣装パレード・

　　民謡流しを観覧する。
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十
日
町
市
で
は
、
個
人
・
法

人
を
問
わ
ず
『
資
産
照
会
書
』

を
お
送
り
し
、
固
定
資
産
（
土

地
・
家
屋
）
の
内
訳
を
チ
エ
ッ

ク
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
『
資
産
照
会
書
』
は
、
平
成
七

年
一
月
一
日
現
在
で
、
全
て
の
資
産
の

所
有
状
況
を
確
認
す
る
も
の
で
、
課
税

に
関
係
な
く
（
免
税
点
以
下
の
資
産
に

つ
い
て
も
）
所
有
者
名
義
人
ご
と
に
明

記
し
て
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
『
資
産
照
会
書
』
を
お
送
り
す
る
時

期
は
、
今
年
の
六
月
上
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
、
自
分
の
資

産
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

内
容
が
異
な
る
と
き
は
、
『
資
産
照
会

書
』
、
『
違
い
が
わ
か
る
書
類
』
、
『
印
鑑
』

等
を
持
参
の
う
え
、
「
資
産
照
会
事
務

室
」
（
市
役
所
二
階
小
会
議
室
）
ま
た

は
、
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

『
資
産
照
会
書
』
記
載
内
容

所
有
者
名
義
人

　
土
地
建
物
登
記
簿
や
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
氏
名
、
法
人
名
で
す
。

※
次
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
全
く
関
係
の
な
い
『
資
産
照
会
書
』

　
が
送
ら
れ
た
。

■
相
続
・
売
買
等
に
よ
り
所
有
権
移
転

　
登
記
し
た
物
件
や
、
全
く
関
係
の
な

　
い
物
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

納
税
義
務
者

　
所
有
者
名
義
人
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
が
、
死
亡
・
解
散
（
法
人
の
場

合
）
等
に
よ
り
現
存
し
て
い
な
い
場
合

は
、
相
続
人
、
承
継
者
な
ど
現
実
の
所

有
者
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　
．
※
次
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
死
亡
者
・
解
散
し
た
法
人
ま
た
は
、

　
誤
っ
た
人
が
納
税
義
務
者
と
な
っ
て

　
い
る
場
合
は
、
『
届
け
出
』
が
必
要
で

　
す
。納

税
管
理
人

　
　
ま
た
は
代
表
者
等

　
納
税
義
務
者
が
市
外
在
住
だ
っ
た
り

共
有
資
産
の
場
合
、
そ
の
人
に
代
わ
っ

て
納
税
し
て
い
た
だ
く
人
で
す
。

■
新
た
に
指
定
ま
た
は
変
更
し
た
い
場

　
合
は
、
税
務
課
へ
『
届
け
出
』
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

土
地
に
つ
い
て

　
所
在
地
・
現
況
地
目
・
登
記
地
積
・

住
宅
用
地
の
区
分
・
所
有
者
名
義
人
の

順
序
で
表
示
し
ま
す
。

　
所
在
地
に
は
、
大
字
・
小
字
・
地
番

を
記
載
。
現
況
地
目
は
、
登
記
地
目
に

関
係
な
く
実
際
利
用
し
て
い
る
状
況
の

地
目
で
す
。
登
記
地
積
欄
に
つ
い
て
は
、

実
面
積
で
な
く
、
登
記
さ
れ
た
地
積
に

よ
る
た
め
、
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
住
宅
用
地
の
区
分
は
、
住
宅
用
ま

た
は
店
舗
工
場
な
ど
非
住
宅
用
に
分
け

て
あ
り
ま
す
。
所
有
者
名
義
人
欄
は
、

土
地
の
所
有
者
名
ご
と
に
分
け
て
記
載

し
ま
す
。

　
な
お
、
同
一
地
番
が
二
件
以
上
あ
る

場
合
は
、
異
な
る
地
目
に
分
け
て
利
用

さ
れ
て
い
る
土
地
で
す
。
し
た
が
っ
て

利
用
内
容
に
相
違
が
あ
る
と
き
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

家
屋
に
つ
い
て

　
所
在
地
・
家
屋
の
種
類
・
建
築
構
造

建
築
年
・
現
況
床
面
積
・
所
有
者
名
義

人
を
記
載
し
ま
す
。

目
所
在
地
の
内
容
は
大
字
・
地
番
の
順

　
で
す
。

■
家
屋
の
種
類
は
、
居
宅
・
附
属
家
・

　
店
舗
・
工
場
な
ど
。
建
築
構
造
は
木

　
造
ま
た
は
、
鉄
骨
造
な
ど
非
木
造
の

　
区
分
。

■
建
築
年
は
、
主
に
そ
の
建
物
が
建
て

　
ら
れ
た
年
で
す
。
そ
の
後
、
増
築
し

　
た
場
合
で
も
、
当
初
の
建
築
年
が
記

　
載
し
て
あ
り
ま
す
。
現
況
床
面
積
欄

　
は
、
家
屋
評
価
で
の
実
測
面
積
の
た

　
め
登
記
面
積
と
一
致
し
な
い
も
の
が

　
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
増
築
等
し
た
場
合
、
そ
の
面
積

は
当
初
建
築
面
積
と
合
算
し
て
あ
り
ま

す
。
所
有
者
名
義
人
は
土
地
と
同
じ
く
、

建
物
の
所
有
者
ご
と
に
記
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
既
に
取
り
壊
し
、
現
存
し
な

い
家
屋
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

『
家
屋
の
除
却
届
』
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
「
家
屋
の
除
却
届
」
は
、
資
産
税

係
に
あ
り
ま
す
。

変
更
と
訂
正
は

　
土
地
・
家
屋
と
も
に
、
記
載
内
容
に

違
い
が
あ
る
場
合
、
登
記
済
権
利
証
等

判
別
で
き
る
書
類
を
持
参
し
、
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
内
容
に
よ
り
、
後
日
現
地
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

変
更
等
の
受
付

■
平
成
七
年
六
月
五
日
～
三
十
日

■
午
前
八
時
三
十
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

そ
の
他
の
事
項

■
『
資
産
照
会
書
』
は
、
一
筆
一
棟
ご

　
と
、
及
び
納
税
義
務
者
単
位
で
、
メ

　
ー
ル
シ
ー
ラ
発
行
の
た
め
、
筆
数
・

　
棟
数
の
多
い
場
合
は
数
通
に
な
る
人

　
も
い
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

　
す
。
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ド
も
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
≒
◆
昌
ヤ

　
四
月
一
日
か
ら
地
方
税
法
の
一
部

が
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
七
・
八
年
度
の

課
税
標
準
に
臨
時
特
例

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
七

年
度
及
び
八
年
度
に
限
り
、
現
行
の
各

種
負
担
調
整
措
置
に
加
え
、
地
価
の
下

落
に
対
応
す
る
た
め
、
評
価
の
上
昇
率

に
応
じ
た
臨
時
的
な
課
税
標
準
の
特
例

措
置
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

特
例
措
置
の
内
容

　
宅
地
及
び
宅
地
比
準
土
地
で
、
評
価

の
上
昇
率
に
よ
り
、
次
の
三
区
分
に
な

り
ま
す
。

①
二
・
四
倍
を
超
え
四
・
八
倍
以
下

　
の
も
の
は
課
税
標
準
額
を
価
格
の
四

　
分
の
三
に
す
る
。

②
四
・
八
倍
を
超
え
六
倍
以
下
の
も

　
の
は
課
税
標
準
額
を
価
格
の
五
分
の

　
三
に
す
る
。

③
六
倍
を
超
え
る
も
の
は
課
税
標
準

　
額
を
二
分
の
一
に
す
る
。

　
こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
、
固
定
資
産

税
の
負
担
調
整
率
の
適
用
は
、
左
の
表

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

軽
自
動
車
税

　
電
気
自
動
車
に
係
る
軽
減
税
率
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

臨時特例後の固定資産税の負担調整率

固
定
資
産
税
の
軽
減
を

　
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

土
　
　
地

　
住
宅
用
地
に
は
申
告
に
よ
り
次
の
軽

減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※
固
定
資
産
税

▼
小
規
模
住
宅
用
地
（
二
〇
〇
㎡
以
下
）

　
課
税
標
準
額
ー
評
価
額
の
六
分
の
一

▼
一
般
住
宅
用
地
（
二
〇
〇
㎡
超
）

　
課
税
標
準
額
ー
評
価
額
の
三
分
の
一

※
都
市
計
画
税

▼
小
規
模
住
宅
用
地
（
二
〇
〇
㎡
以
下
）

　
課
税
標
準
額
ー
評
価
額
の
三
分
の
一

▼
一
般
住
宅
用
地
（
二
〇
〇
㎡
超
）

　
課
税
標
準
額
甘
評
価
額
の
三
分
の
二

区
分

上　　昇　　割　　登
平　成
6年i度

幕　成
7・8集塵

住
竈
溺
　
地

3．6倍以下のもの 1．05
1．05

3．6倍を超え、4．8倍以下のもの 1，075

4．8倍を超え、6．75倍以下のもの 1．1

1，075
6．75倍を超え、15倍以下のもの 1．15

15倍を超え、18倍以下のもの

1．2

1．1

18倍を超え、30倍以下のもの 1．15

30倍を超えるもの 1．2

諜
住
　
宅
　
周
　
地

2．4倍以下のもの 1．05
1．05

2．4倍を超え、3．2倍以下のもの 1，075

3．2倍を超え、4．5倍以下のもの 1．1

1，075
4．5倍を超え、10倍以下のもの 1．15

10倍を超え、12倍以下のもの
1．2

1．1

12倍を超え、18倍以下のもの
1．15

18倍を超え、20倍以下のもの

1．2520倍を超え、36倍以下のもの 1．2

36倍を超えるもの 1．25

家
　
　
　
屋

　
一
定
要
件
（
床
面
積
等
）
を
満
た
す

新
築
住
宅
に
は
…
…

◆
減
額
す
る
税
額
（
固
定
資
産
税
）

・
居
住
部
分
の
一
二
〇
㎡
ま
で
に
相
当

　
す
る
税
額
を
％
に
減
額
。

・
一
二
〇
㎡
以
下
の
場
合
は
、
課
税
さ

　
れ
る
税
額
の
％
を
減
額
。

◆
減
額
す
る
期
問

イ
、
一
般
の
住
宅
（
ロ
、
以
外
の
構
造
）

　
　
　
　
　
　
　
↓
新
築
後
三
年
間

ロ
、
三
階
以
上
の
耐
火
造
・
準
耐
火
構

　
造
住
宅
　
　
　
　
↓
新
築
後
五
年
間

軽
自
動
車
税
が

　
　
　
減
免
に
な
り
ま
す

　
身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
、

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
連
絡
の
上
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間
　
5
月
1
6
日
㈹
～
2
4
日
㈲

　
ま
で

■
申
請
に
必
要
な
物
　
①
身
体
障
害
者

　
手
帳
②
運
転
免
許
証
（
障
害
者
の
運

　
転
免
許
証
が
な
く
、
生
計
を
一
に
す

　
る
人
が
運
転
す
る
場
合
は
、
そ
の
人

　
の
運
転
免
許
証
）
③
印
鑑
④
軽
自
動

　
車
税
納
税
通
知
書

■
そ
の
他
　
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得

　
税
（
県
税
）
に
つ
い
て
も
同
様

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
係

　
（
盈
内
線
m
）
へ
。
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「いし鄙みの会』
　（代表＝平野幸作） いしぶみと紅葉探訪（津南町の萌木の里にて）

いしぶみの会は、博物館友の会の研究グループの一

つとして、昨年4月に発足しました。地域の石仏（道

祖神、庚申塔、二十三夜塔など）、石神（大神宮、諏訪

　　　　　　　　　　　みちしるべ様、金比羅様など）、各種の記念碑、旧道の道標などを

調べている会です。皆で手分けをして社寺を訪ねたり、

旧道を歩いたり、時にはその道の専門家のご指導を受

けたりしています。

いしぶみの調査をする会員（逢坂稲荷：稲荷町3）

平成6年度には、鉢、鐙島、下条、新座、大井田、

旧十日町などで768体の調査を行いました。本年度は、

吉田北部、下条、中条、旧十日町の山地、川治などの

調査を予定しています。話にしか聞いていない山間の

古い村（集落）を訪ねたり、旧道の傍らに雑草に覆わ

れて立つ石仏や石神に巡り合ったりすることなどは、

言葉で言い表せない心の「なごみ」を感じさせます。

いしぶみ一体一体には、私たち郷土の古人の生活を通

しての強い祈りの心が秘められています。

会員56人の中には、いしぶみを民族学や歴史的立場か

ら研究しようとする人がいます。また、山寺のいしぶみ

を見るのを楽しみとする人、写真を撮る人、ストレス解

消に役立てる人など色々です。調査は、その日集まっ

た人たちが車に分乗し、楽しみながら行います。去年は

「いしぶみと紅葉探訪」ということで、秋山郷を訪ねまし

た。今年はどこへ行こうか検討中です。地域内の歴史

にちょっとでも触れてみたい人、入会しませんか。連絡

は、平野幸作（盈57－6337）か博物館（盈57－5531）へ。

　
背
の
青
い
魚
に
は
、
血
中
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
下
げ
、
動
脈
硬
化
な
ど
の
成

人
病
を
防
ぐ
の
に
有
効
な
成
分
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
バ
に
は

ビ
タ
ミ
ン
恥
・
D
も
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
も
た
っ
ぷ
り
と
食

べ
ら
れ
る
料
理
で
、
冷
め
て
も
お
い
し

い
で
す
。
ニ
ラ
と
タ
マ
ネ
ギ
の
替
わ
り

に
、
ひ
じ
き
や
大
豆
を
使
っ
て

も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

〈
作
り
方
〉

①
ニ
ラ
と
タ
マ
ネ
ギ
は
み
じ

　
ん
切
り
に
す
る
．

②
サ
バ
は
三
枚
に
お
ろ
し
、

　
鶏
ひ
き
肉
、
豚
ひ
き
肉
、

　
ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
を
ミ
ン

　
チ
に
か
け
る
。

瘤鏑 軸虚　、

佐藤禮子さん
（南鐙坂・盈57－6896）

　
　
　

分
　
4
0

人
　
　
～

4
　
　
3
0

　
匹
…

〉
半
肉

料
…
き

材
バ
ひ

く
サ
鶏

③
①
と
②

　
よ
り
少

　
す
る
。

④
油
で
揚

　
さ
に
切

⑤
コ
ッ
プ

⑥
牛
乳
・

　
粉
を
混

⑦
ト
・
ミ

　
イ
フ
ル

　
り
。

iがぜスーるげ
ツで合キ杯Qた

の
だ
し
汁
で
煮
る
。

ム
ミ
ル
ク
・
カ
タ
ク
リ

わ
せ
、
⑤
に
入
れ
る
．

た
ら
、
イ
チ
ゴ
と
キ
ウ

を
ち
ら
し
て
で
き
上
が

後
、
食
べ
や
す
い
大
き

や
ま
な
会

　
監
》
」
「

　　　　　　　　　　灘甕一
　　　　　　　　　　　す吉
　　　　　　　　　　　　　町
　　　　　　　　　　　一め裏

　　　　　　　　　　　　　生
　　　　　　　　　　　メ護
　　　　　　　　　　　　　善
　　　　　　　　　　　一9推
　　　　　　　　　だ　　一，9進
　　　　　　　　　ん　　　委しを

鑓三1三lll灘欝
だピ
んン牛乳…コップ1
ごポカタクリ粉…適宜　　　　　　　⑭
型ン
に玉　イチゴ・キウイフ1レーツ…適宜
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β

大井田保育園　⑫

1
鰭 ’　噸

　
・
　
噺
，

総
、

、
ー
…
」
サ

　
　
　
　
　
露
騰

　
　
　
蕊
一
、
～
。
峯

　
毫
N
〆
　
蝿
．

灘
圃

　
　
　
　
　
　
達
．

　　たかよし
太田孝順くん
　（5歳）

　ちっちゃな殿様カエルを見つけ

たんだ。水そうにかって￥遊んで

るんだよ。オタマもいるんだよ。

　　　　あや　　み

春川彩美ちゃん
　　　（5歳）

繁』◇欝㌘轍

鍵誓墾騒・．鵜

　ままごとが大好き。リンゴジュ

ースを作ったよ。士を入れたから

リンゴ色にならなかったの。

　
　
　
　
　
⑳

灘
甲
附

オ
話
樋
．
，

ポイ

、

臓
鞍

緊聖Thank　you　for　having　me”

お招きありがとうございます

　先日、姉妹都市提携20周年を祝い、コモ市から
のお客様の歓迎パーティーが催されました。この
ような席に招待された場合、あいさつで印象がず
いぶん良くなります。次の会話を参考にしてくだ
さい。

A　l　Welco幽e椥◎騨騨醜y．1パーテ緑一織よ
　　　うこそ）

B　l①Tha醸醐f欝隠vi幅me．《お招きあ獅
　　　がとうご：ざ騨ます）

A　l②聞撫k¢o騨殖ck就．（上着をおあずか
　　　りします〉

B：Thar、ky⑥u．　嚢あ爆がとうごさ講、ます鱗

　①が今回のポイント「お招きありがとうござい
ます」の表現。動詞haveには「招待する」の意
味もあります。一般的に使われているinvite（イ
ンヴアイト）という動詞だけでなく、①の表現も
よく聞かれます。②はl　wi”の略で「アイル」と
発音します。takeにはたくさんの意味があります
が、この場合は「こちらへもらう」という感じで
す。上着ではなくコートを着ていたら、jacketを
coatに換えればいいわけです。
　遠方、特に外国からのGuest（ゲスト）を迎え
る場合、一般的には聖聖welcome”でしょうが、2回
目以上の訪間の時は聖璽welcome　back”（ようこそ、

またおいでくださいました）のひとことで、お客
様に特別な親しみを感じていただけるでしょう。

阿
部

β
㌧
璽

　
東
京
の
麻
布
で
生
ま
れ
た
け
ど
、
幼

い
ど
き
は
東
京
と
十
日
町
を
行
っ
た
り

来
た
り
し
て
い
た
。
我
々
の
時
代
に
は

「
東
京
へ
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
じ
ゃ
、

い
っ
ち
ょ
ま
え

一
人
前
じ
ゃ
ね
え
」
と
言
わ
れ
て
い
た

ん
そ
。
昔
は
「
生
活
に
困
っ
た
ら
豆
腐

屋
を
し
ろ
」
と
言
う
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ん

だ
ん
が
、
親
父
は
東
京
で
豆
腐
屋
を
し

て
た
ん
そ
。
俺
も
、
一
人
っ
子
だ
け
ど
、

一
応
総
領
だ
ん
だ
ん
が
家
を
継
が
ん
じ

ゃ
ね
え
て
ん
で
、
豆
腐
屋
の
免
許
を
取

っ
た
ん
の
。

　
戦
争
は
赤
紙
一
枚
で
海
軍
に
取
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ

た
。
い
っ
し
ょ
に
入
隊
し
た
衆
は
、
ほ

と
ん
ど
戦
死
し
た
な
あ
。
丘
の
上
の
自

動
車
隊
だ
っ
た
ん
で
、
生
き
残
っ
た
ん

昇
さ
ん

（
田
川
町
1
・
87
歳
）

＠

だ
。
復
員
し
た
ら
東
京
が
焼
け
野
原
な

ん
で
、
九
州
の
炭
坑
に
行
っ
た
。
地
上

勤
務
の
三
倍
の
給
料
を
も
ら
っ
た
。
一

年
半
後
に
十
日
町
へ
来
た
ん
そ
。
そ
い

で
、
豆
腐
屋
を
ま
た
始
め
た
ん
だ
て
。

　
天
び
ん
の
両
方
に
、
で
き
た
て
の
豆

腐
を
か
つ
い
で
行
商
に
出
た
ん
そ
。
魚

屋
に
負
け
な
い
く
ら
い
威
勢
は
良
か
っ

た
な
あ
。
そ
の
ほ
か
何
で
も
し
た
な
あ
。

得
意
先
を
回
っ
た
後
に
、
こ
ろ
割
り
を

請
け
負
っ
た
り
、
の
こ
ぎ
り
引
き
を
請

け
負
っ
た
り
し
て
た
ん
そ
。
冬
は
お
得

意
様
の
家
の
雪
掘
り
も
請
け
負
っ
た
こ
、

と
も
あ
っ
た
な
あ
。
ま
っ
、
だ
ど
も
根

は
豆
腐
屋
な
ん
そ
。
豆
腐
屋
は
、
二
年

め
え前

に
死
ん
だ
連
れ
合
い
が
、
病
気
を
し

て
寝
た
き
り
に
な
っ
た
の
を
機
会
に
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

め
て
ね
。
そ
う
だ
な
あ
十
五
年
く
ら
い

前
か
な
あ
．

　
海
軍
か
ら
戻
っ
て
、
死
ん
だ
気
に
な

っ
て
が
ん
ば
っ
て
き
た
な
あ
。
お
か
げ

で
四
人
の
子
供
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

た
て
。
ま
あ
何
で
も
し
て
悔
い
の
な
い

し
ゃ
ば

娑
婆
を
送
ら
さ
せ
て
も
ら
っ
た
て
え
。

9
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轡藤麟轡盤響喪喪喪喪喪喪喪喪喪喪喪喪喪喪喪喪喪喪喪禽市役所は盈57－3111　　　

国
税
奪
門
竃
操
踊
試
験

■
受
験
資
格
　
昭
和
4
3
年
4
月
2
日

　
～
4
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

■
試
験
内
容
　
大
学
卒
業
程
度

■
申
込
期
間
　
5
月
8
日
㈲
～
5
月
1
5

　
日
㈲
（
当
日
消
印
有
効
）

■
試
験
日
　
第
1
次
”
6
月
1
7
日
d
b
・

　
1
8
日
㈲
　
第
2
次
一
8
月
2
1
日
㈲
・

　
2
2
日
㈹
の
う
ち
指
定
す
る
日

■
採
用
予
定
数
　
全
国
で
約
5
5
0
人

■
問
い
合
わ
せ
　
関
東
信
越
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
研
修
係
（
〒
皿
東
京

　
都
千
代
田
区
九
段
南
1
1
1
1
1
5
智

　
03
1
遡
ー
3
9
1
1
内
線
脳
）
へ
。

平
威
騒
駕
度
新
潟
禦
公
立

学
糠
教
翼
擦
爾
選
考
検
董

■
応
募
資
格
　
昭
和
31
年
4
月
2
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
出
願
校
種
の

　
教
諭
の
普
通
免
許
を
有
し
て
い
る
人

　
及
び
平
成
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
取

　
得
す
る
見
込
み
の
人
。

■
募
集
人
員
　
小
学
校
”
約
㎜
人
　
中

　
学
校
”
約
㎜
人
　
高
等
学
校
H
約
珊

　
人
　
養
護
H
約
1
0
人

■
第
1
次
検
査
　
7
月
9
日
㈲

■
出
願
期
間
　
5
月
1
2
日
㈲
～
6
月
5

　
日
㈲
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
　
県
教
育
庁
内
義
務
教

　
育
課
管
理
係
、
高
等
学
校
教
育
課
管

　
理
係
（
費
幡
－
獅
1
5
1
1
1
）
へ
。

ク
灘
ス
鞭
か
ビ
ッ
グ
な
サ
ー
ビ
ス

　
ク
ロ
ス
ー
0
で
は
、
5
月
か
ら
毎
月
1
0

日
を
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
と
し
て
、
お
一
人

3
千
円
以
上
お
買
上
げ
の
お
客
様
に
喫

茶
「
白
樺
」
の
コ
ー
ヒ
ー
券
「
1
枚
」

を
進
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
団
体
客
に
は

ハ
ッ
カ
糖
「
1
袋
」
を
進
呈
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
2
0
人
以
上
で
施
設
利
用
（
会

議
等
）
を
し
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に

は
、
従
来
の
コ
ー
ヒ
ー
代
1
0
％
割
引
を

20

％
に
引
き
上
げ
る
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

い
ま
す
。

や
す
は
ら
　
　
こ
う

安
原
羅
氏
講
麓
会

　
～
家
庭
教
育
と
は
何
か
～

■
と
　
き
　
5
月
1
9
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
7
時
3
0
分
～

旧
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

■
入
場
料
　
無
　
料

■
演
題
　
「
い
の
ち
の
輝
き
」

　
〈
安
原
晃
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
越
路
町
民
生
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

　
委
員
・
保
護
司
・
日
本
伝
統
俳
句
協

　
会
北
信
越
支
部
長
・
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

　
同
人
（
俳
句
歴
4
5
年
）

■
問
い
合
わ
せ
　
少
年
育
成
セ
ン
タ
i

　
　
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
盈
5
7
1
8

　
9
1
8
）
へ
。

舗
博
勃
舘
講
塵

　
撃　

　
～
太
平
記
か
ら
の
贈
物
～

〈
1
学
習
ツ
ア
ー
〉

■
と
き
6
月
8
日
㈲
～
9
日
㈹
の

　
－
白
2
日

　
　
、
γ

■
コ
ー
ス
　
生
品
明
神
↓
小
手
指
原
↓

　少年補導委員を紹介します

　少年補導委員は、青少年の非行防止や健全育成

を図るため、日曜・祭日に関係なく市内を巡回し

て、呼び掛けなどをしています。また、環境浄化

活動の一環としてテレホンクラブのポスター撤去

なども徹底して行い、県下でも注目されています。

　この4月1日～平成10年3月31日までの間委嘱

された、30人の少年補導委員をご紹介します。

（敬称略）少年補導委員
撮　　名 住解 髭　　名 住蕨

◎春日敏男 小泉1 高橋喜義 住吉町140

○田村六助 本町7－1 星名秀樹 上　　原

o西川勝二 四日町3 古沢一夫 北鐙坂3

●阿部洋子 稲荷町3北 富井清孝 六箇山谷

●庭野録太郎 田中町本通り 富井久雄 馬場1
●水沢栄治 西寺町 樋口晴義 伊達3
●金子芳夫 稲荷町3本通り 山田慎一 下条水口

●山口昭一 山　　根 岡田君代 上川町

●村山　　真 土市3 福原　　操 川原町

●大熊春男 中条上町 高橋美雪 西本町2

●太田松雄 南鐙坂 星野景子 栄町324－5

●羽鳥新吉 川治上町2 和田二郎 中条峠

●関口美枝 昭和町1 小川元一 五軒新田

生越一正 諏訪町 藤木公栄 轟　　木

宮沢東四郎 北新田2 佐藤栄次 新座4
◎は委員長　○は副委員長　●は班長

分
倍
河
原
↓
鎌
倉
街
道
↓
稲
村
ヶ
崎

↓
鎌
倉
ほ
か

■
参
加
費
　
2
3
、
0
0
0
円

■
定
　
員
　
2
0
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

〈
H
史
跡
探
訪
〉

■
と
　
き
　
7
月
2
2
日
ω
午
前
9
時
～

■
コ
ー
ス
　
琵
琶
懇
城
↓
伏
葉
山
城
↓

　
栃
窪
峠
↓
樺
野
沢
城
↓
荒
戸
城
ほ
か

■
参
加
費
　
2
、
5
0
0
円

■
定
　
員
　
2
0
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
申
し
込
み
　
ー
、
H
と
も
、
5
月
2
5

　
日
㈲
ま
で
に
博
物
館
（
盈
5
7
1
5
5

　
3
1
）
へ
。

※
そ
の
他
　
8
月
5
日
d
b
か
ら
4
回
に

　
渡
り
講
座
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

『
然
く
異
文
化
篭
簿
ろ
う
』
開
篠

■
と
　
き
　
5
月
2
1
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～

■
と
こ
ろ
　
公
民
館
本
館
（
講
堂
）

■
内
　
容
　
国
際
大
学
生
（
中
国
人
）

　
を
招
い
て
の
自
由
な
お
し
ゃ
べ
り
。

■
参
加
費
　
2
0
0
円
（
当
日
徴
収
）

■
対
象
1
5
歳
以
上
の
人

■
定
　
員
　
5
0
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
　
5
月
1
7
日
ま
で
に
社
会

　
教
育
課
（
公
民
館
内
盈
5
7
1
5
0
1

　
1
）
へ
。

秣
業
嬬
人
教
整

『
森
の
ス
ク
ー
ル
』
参
湘
着
墓
集

■
と
　
き
　
6
月
1
3
日
㈹
午
前
9
時
3
0

　
分
に
市
役
所
前
か
ら
バ
ス
が
出
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
塩
之
又
森
林
公
園

■
対
象
市
内
在
住
の
女
性

■
内
　
容
　
き
の
こ
、
山
菜
、
樹
木
な

　
ど
、
森
と
緑
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

ロ
参
加
費
　
無
料
（
昼
食
付
き
）

■
定
　
員
　
2
0
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
　
5
月
末
日
ま
で
に
農
林

　
課
林
政
農
災
係
（
智
内
線
謝
）
へ
。

え
邸
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
窒

■
と
　
き
　
5
月
2
4
日
㈱
午
後
6
時
～

■
と
こ
ろ
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

　
所
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

■
内
　
容
　
男
性
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
～
簡
単
に
で
き
る
料
理
～
H
豚
肉
の

　
ビ
ー
ル
こ
ろ
も
揚
げ
ほ
か

■
定
員
1
5
人
（
先
着
順
）

－
参
加
費
　
5
0
0
円
（
当
日
持
参
）

■
問
い
合
わ
せ
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町

　
営
業
所
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課
（
盈

　
52
1
3
1
0
7
内
線
魏
）
へ
。

水
と
糊
へ
の

夢
や
ア
イ
デ
ア
大
馨
集

　
建
設
省
で
は
、
2
1
世
紀
の
水
と
川
の

こ
と
に
つ
い
て
夢
や
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
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■
テ
ー
マ
　
「
雨
か
ら
海
ま
で
、
水
と

　
川
の
2
1
世
紀
」

■
部
　
門
　
一
般
部
門
一
1
6
歳
以
上

　
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
日
1
5
歳
以
下

■
募
集
作
品
　
①
作
文
H
㎜
字
詰
め
原

　
稿
用
紙
1
0
枚
以
内
（
ワ
ー
プ
ロ
原
稿

　
可
）
・
②
絵
・
イ
ラ
ス
ト
u
B
4
サ
イ

　
ズ
～
B
2
サ
イ
ズ
ま
で
の
用
紙
で
、

　
縦
・
横
の
使
い
方
、
水
彩
、
ク
レ
ヨ

　
ン
な
ど
の
描
き
方
は
自
由
（
簡
単
な

説
明
文
を
添
付
の
こ
と
）
③
作
品
は

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

ロ
賞
大
賞
二
般
の
部
（
3
0
万
円
）

　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
液
晶
画
面
付
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
）
ほ
か
多
数

■
応
募
先
　
6
月
3
0
日
㈹
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
応
募
用
紙
（
克
雪
利

雪
対
策
室
克
雪
維
持
係
に
あ
り
ま
す
）

　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
建
設
省

北
陸
地
方
建
設
局
信
濃
川
工
事
事
務

所
（
〒
脚
長
岡
市
信
濃
1
－
5
1
3
0
）

　
へ
郵
送
で
。

一
問
い
合
わ
せ
　
克
雪
利
雪
対
策
室
克

　
雪
維
持
係
（
費
内
線
蹴
）
へ
。

蟹
保
健
・
福
種
畠

家
族
介
護
奢
教
室

　
～
㎜
般
公
闘
講
座
夏
～

　
お
年
寄
り
の
介
護
で
、
こ
れ
だ
け
は

知
っ
て
お
き
た
い
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
5
月
2
0
日
d
b
午
前
1
0
時
～

■
と
こ
ろ
　
公
民
館
本
館

■
講
　
師
　
市
社
会
福
祉
事
務
所
高
齢

　
福
祉
係
長
上
村
睦
男

■
問
い
合
わ
せ
　
三
好
園
（
a
5
6
1
2

　
1
0
6
）
公
民
館
本
館
（
暦
5
7
1
5

　
0
1
1
）
へ
。

漕
審
の
相
談

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
。

■
と
　
き
　
5
月
1
9
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
暦
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
暦
内
線
m
・
毘
）
へ
。

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
5
月
2
3
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

　
　
該
当
夫
婦
は
申
し
出
を

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
今
年

度
の
慶
祝
対
象
者
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
調
査
を
受
け

て
い
な
い
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
対
　
象
　
①
金
婚
夫
婦
H
昭
和
2
0
年

　
4
月
1
日
～
2
1
年
3
月
3
1
日
に
結
婚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
夫
婦
②
ダ

雛

■シートベルトを必ず着用しましょう

　シートベルトは衝
突時の危険からあな　　　　’●　　　＼
たを守ってくれます。　．．　…1◎，へ

車に乗ったら必ずシ　q　O　l
　　　　　　　　　　　　　『　　　　＼一トベルトを締めま　　』三　・＼

しょう。　　　　　　　　　一・

4月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

平成7年 11（44） 14（56） 0（0）

十日町市
平成6年 19（56） 21（68） 1（3）

川西町
津南町
中里村

平成7年 9（26） 9（31） 0（1）

平成6年 5（21） 5（22） 0（0）

計
平成7年 20（70） 23（87） 0（1）

平成6年 24（77） 26（90） 1（3）

　　　　　安全確認をせず
　　へ　’冤　　　　　　　交差点で衝突
　　隻
　　　　　4月6日㈲午後2時ごろ、
　　　　高田町と昭和町の交差点で普

通乗用車を運転する65歳の女性が、対

面青信号に気をとられ、安全確認をせ

ず右折したため、前方から直進してき

た250ccバイクと衝突し、バイクを運転

していた21歳の男性がけがをしました。

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

夫
婦
”
1
0
年
4

月
－
日
～
n
年

3
月
31
日
に
結

婚
し
た
夫
婦
③

過
去
に
対
象
と

な
っ
た
が
調
査

に
漏
れ
た
夫
婦

■
申
し
込
み
　
5

月
2
6
日
㈲
ま
で

に
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務

局
（
社
会
福
祉

　
協
議
会
内
盈
内
線
醜
）
へ
。

隼
金
証
明
屠
八
ガ
キ
の

　
　
　
　
　
　
騎
円
胡
手

　
社
会
保
険
庁
か
ら
受
給
者
に
郵
送
さ

れ
る
、
年
金
受
給
者
現
況
届
（
は
が
き
）

は
、
受
給
者
が
5
0
円
切
手
を
は
っ
て
返

送
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

50

円
切
手
は
、
十
日
町
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
市
役
所
1
階
）
と
売
店
（
市
役

所
地
階
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
身
体

の
不
自
由
な
方
は
、
市
民
課
窓
口
へ
申

し
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

蕎
い
罵
郵
便
（
ガ
キ
篭

　
　
　
無
料
配
布
し
ま
す

■
配
布
対
象
者
　
重
度
の
身
体
障
害
者

　
　
（
1
級
か
2
級
）

■
配
布
枚
数
　
1
人
2
0
枚

■
申
し
込
み
　
近
く
の
郵
送
局
で
身
体

　
障
害
者
手
帳
を
提
示
し
、
所
定
の
用

　
紙
（
郵
便
局
、
社
会
福
祉
事
務
所
に

　
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

　
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
問
　
5
月
31
日
㈱
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
　
郵
政
省
郵
務
局
切
手

　
文
通
振
興
課
（
盈
0
3
1
翻
1
4
3
8

　
2
）
へ
。

頓
俸
寳
廉
ポ
6
ツ
塗

ヘ
ル
シ
ー
チ
誕
ッ
ク
呂

南
罵
体
カ
テ
ス
ト
《
第
署
圃
》

■
と
　
き
　
5
月
2
5
日
㈲
午
後
7
時
～

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
参
加
費
　
㎜
円
（
デ
ー
タ
用
紙
代
）

■
指
導
関
口
陽
子
先
生
（
エ
リ
ア

　
ド
ゥ
2
ー
チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
（
暦
5
2

　
1
4
3
7
7
）
へ
。

県
ス
ポ
ー
ツ
7
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
中
越
地
感
大
会

　
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
大
会
要
項
、
申
し
込
み
な
ど
は
総

合
体
育
館
へ
。

種　圏　名 雲場 期日 種圏名 餐　場 期圖

女子ソフトボール 三条市六ノ町
公園野球場

6．4 ユニバーサルホッケー 栃　尾　市
総合体育館 6．11

ラージボール卓球 加　茂　市
市民体育館公 6．4 ラケットテニス 柏　崎　市

総合体育館 6．11

バウンドテニス 田　上　町
町民体育館

6．4 グラウンドゴルフ 小国町おぐに

運動公園 6．18

壮年サッカー 長岡市第2
スポーツ広場 6．11 男女混合ソフトバレーボrル 三島町中学校

体　育　館 6．18
夕一ゲット・バードゴルフ 川西町ナカゴ

グリーンパrク 6．11 男女混合つなひき 小千谷市
市民体育館 6．18

年齢別テニス 湯之谷村薬師

運動広場
6．11 インデイアカ 見　附　市

総合体育館 6．18

年齢別ソフトテニス 大和町公民館

前庭球場
6．11 ぺ　タ　ン　ク 三条市三条小

学校体育館 6．18

年齢別バドミントン 刈羽村刈羽中
学校体育館 6．11 婦人バレーボール 十日町市総合

体　育　館 6．18
ワンバウンドバレー一ボrル 長　岡　市

市民体育館 6．11

　
　
お
　
　
わ
　
　
び

　
4
月
2
5
日
号
の
阪
神
大
震
災
義
援

金
コ
ー
ナ
ー
に
樋
口
良
三
さ
ん
1
0

0
〕
0
0
0
円
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、

1
、
0
0
0
、
0
0
0
円
の
誤
り
で
し

た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
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y紺
ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑱

蛤
毒
露
灘
騒
講
翻
　
騒
灘
馨

　
市
民
の
期
待
を
担
っ
た
当
間
高
原

リ
ゾ
ー
ト
は
、
来
年
秋
の
一
部
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
リ
ゾ
ー
ト
構
想
が
な
さ
れ
る
以
前

は
、
国
営
苗
場
山
麓
地
域
開
発
の
一

環
と
し
て
、
清
津
川
の
水
を
取
り
入

れ
て
水
田
開
発
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
広
大
な
高
原
は
、
早
く
か
ら

着
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
天
保
二
年

（
一
八
三
一
）
、
川
治
村
の
八
五
郎
が

水
田
造
成
を
計
画
し
、
支
配
の
会
津

藩
小
千
谷
役
所
に
願
い
出
ま
し
た
。

　
八
五
郎
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
小
出

温
泉
の
地
点
か
ら
清
津
川
の
水
を
取

　
　
　
　
　
　
　
し
ら
は
　
け

り
入
れ
、
田
沢
村
白
羽
毛
の
上
ま
で

幅
三
間
の
水
路
で
導
水
し
、
当
間
川

に
余
水
を
落
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
二
千
人
の
人
足
で

試
し
掘
り
を
し
た
い
と
、
地
元
の
村
々

に
相
談
し
て
了
解
を
得
ま
し
た
。
試

し
掘
り
の
諸
経
費
二
五
両
は
、
長
岡

　
　
　
　
た
の
も
　
し

本
妙
寺
の
頼
母
子
講
の
金
を
充
て
る

と
し
て
い
ま
す
。

　
八
五
郎
は
十
日
町
の
庄
三
郎
の
親

で
、
当
時
川
治
村
に
借
宅
し
て
い
た

材
木
商
で
し
た
。
水
路
や
新
田
予
定

地
か
ら
薪
を
切
り
出
し
、
そ
の
売
り

上
げ
金
の
う
ち
か
ら
一
坪
に
つ
き
銀

一
匁
ず
つ
を
工
事
資
金
の
返
済
に
充

て
る
つ
も
り
で
し
た
。

　
役
所
か
ら
は
細
部
の
質
問
が
あ
り
、

八
五
郎
は
八
月
に
江
戸
へ
上
り
、
三

室
院
宮
の
貸
付
金
差
配
人
茂
野
帯
刀

に
資
金
借
用
を
頼
み
ま
し
た
。

　
茂
野
は
公
儀
の
た
め
で
も
あ
る
と

承
諾
は
し
た
も
の
の
、
場
所
を
見
届
け

る
者
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
八
五
郎
は
早
速
帰
っ
て
仲
間
に
伝

え
ま
し
た
が
、
水
路
予
定
地
は
難
所

が
多
く
、
新
田
作
り
も
容
易
で
な
く
、

莫
大
な
資
金
は
返
済
の
目
安
が
た
た

ず
、
つ
い
に
計
画
を
断
念
し
ま
し
た
。広大な当間山麓

羅
蕪
蓑
辮
　
き
嚢
嚢
憲

灘欝搬諺灘聯輩

欝
舞
羅
難
窺
彊
灘
　
襲
蝋
　
　
　
　
聾
舞
蜷
翻

⑱、

リユゴチ

猟撒

難

難
　
難
　
　
　
　
叢
響
龍
　
　
撰
　
　
　
難
糞

駕麟
ならで

から深

1個）

んど1
と丸い

で花も

＿一一J

　

1　日ごとに山が緑に変わっていく様子が確実にわかる季節に

1した。また、同じ場所でも次々と新しい種類の花が咲き、私
　

1目を楽しませてくれます。雪消えから5月にかけては、雪国
　

1はの美しくたくましい自然の姿に圧倒されてしまいます。

1　雪消えの早かった林の中でチゴユリを見つけました。低山
　

1山の林下に群生する多年草です。茎の先に1～2個（多くは

1の白い花を下向きにつけます。草丈は30cm前後で、茎はほと

藝本ですが、まれに枝分かれしたものもあります。花が終わる
嚢
1小さな実ができ、秋になると黒紫色に熟します。全体が小形

1小さく・可愛らしいことから・和名1まr稚児百合」です・

L愈繍誌藻蕪蹴灘嶋織轟懸艶薦姦撫

　5月2日（幻・3日㈱の両日、第19

回きものまつりが開催されました。

3日には成人式も行われ、振り袖姿

の女性が歩行者天国や無料茶席に繰

り出し、まちはきもの一色となりま

した。また、大民謡流しや十日町百

年きもの華のパレードと合わせ、日

光江戸村による室町時代～江戸時代

までの時代装束による大パレードも

行われました。

　　璽騨
撫

市の動き
（4罵来團現在）

45，留5六（前月跳辛㈱

22，406入（ガ　半2）

23，物9義疑ノソ寺39）

口
男
女

入口

《前周比峯78）窺2，ηo螢世帯数

　
　
　
　
編
集
後
記

　
　
♂

　
入
学
式
に
入
社
式
、
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年

生
は
よ
う
や
く
ー
か
月
が
過
ぎ
、
よ
う
や

く
環
境
に
な
れ
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
十
日
町
地
方
で
は
若
葉
が
芽
吹

き
、
気
温
も
上
昇
し
一
番
し
の
ぎ
や
す
い

季
節
で
す
が
、
精
神
的
に
は
不
安
定
な
時

期
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
俗
に
五
月
病
と
い
わ
れ
る
病
名
が
つ
い

て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

　
特
に
新
一
年
生
は
四
月
と
同
様
に
五
月

も
程
々
に
緊
張
し
、
楽
し
く
過
ご
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
．

　
市
役
所
に
も
九
人
の
新
人
が
入
り
ま
し

た
。
年
齢
的
に
は
様
々
で
す
が
、
皆
さ
ん

は
そ
れ
な
り
の
緊
張
し
た
ー
か
月
だ
っ
た

よ
う
で
す
．

　
学
校
で
も
職
場
で
も
、
一
年
生
は
温
か

く
厳
し
く
育
て
て
、
早
く
成
長
す
る
よ
う

に
し
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。
⑧

プ2再生紙を使っています


